
地
球
上
の
生
物
は
数
十
億
年

と
い
う
進
化
の
過
程
で
独
自
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
獲
得
し
、
多
様

な
「
天
然
物
」
を
作
り
出
し
て

き
た
。
そ
の
機
能
を
化
学
の
力

で
解
き
明
か
し
、
現
代
の
医
療

や
創
薬
へ
つ
な
げ
る
試
み
が
熱

を
帯
び
て
い
る
。特
別
企
画
「
医

・
薬
学
と
化
学
か
ら
紐
解
く
進

化
と
生
物
多
様
性
」
で
は
、
生

命
科
学
と
化
学
が
交
差
す
る
最

前
線
を
探
り
、
生
物
多
様
性
を

新
た
な
視
点
で
捉
え
直
す
。
本

企
画
は
「
進
化
と
生
物
多
様
性

を
司
る
化
学
」
を
総
合
テ
ー
マ

と
し
た
中
長
期
テ
ー
マ
の
第
一

回
目
。
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
務

め
る
名
古
屋
大
学
の
北
将
樹
教

授
と
工
学
院
大
学
の
大
野
修
教

授
は
、
医
学
・
創
薬
科
学
の
立

場
か
ら
生
命
現
象
に
取
り
組
む

研
究
者
を
集
結
さ
せ
た
。
生
命

科
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
携

わ
る
研
究
者
と
化
学
者
が
分
野

を
越
え
て
連
携
し
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
学
術
的
枠
組
み
の
創
出

を
目
指
す
。

古
典
的
な
天
然
物
化
学
は
有

用
な
物
質
の
抽
出
を
主
眼
と
し

て
き
た
が
、
北
教
授
は
生
物
の

生
命
現
象
に
関
わ
る
化
学
物
質

の
役
割
に
注
目
す
る
。
共
生
や

寄
生
な
ど
「
環
境
の
中
で
特
定

の
生
物
同
士
が
関
わ
り
合
う
背

後
に
は
化
学
物
質
が
介
在
す

る
。
こ
の
謎
を
解
き
明
か
す
に

は
化
学
と
生
物
学
の
融
合
が
不

可
欠
」
と
語
る
。
自
然
界
の
生

物
は
生
き
延
び
る
た
め
に
独
自

に
進
化
し
、
特
殊
な
構
造
の
化

合
物
を
生
み
出
し
て
き
た
。
そ

れ
ら
の
物
質
が
新
薬
の
開
発
や

メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
の
ブ
レ
イ
ク

ス
ル
ー
と
な
る
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
と
い
う
。

北
教
授
の
研
究
室
で
は
「
不

思
議
な
生
物
現
象
を
化
学
で
解

明
す
る
」
こ
と
を
掲
げ
、
未
知

の
生
命
現
象
に
挑
ん
で
い
る
。

最
近
の
成
果
と
し
て
、
ヒ
ト
脳

内
に
含
ま
れ
る
物
質
「
シ
ン
エ

ン
ケ
フ
ァ
リ
ン
」
の
一
部
が
、

ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
が
持
つ
強
力
な

麻
痺
毒
と
構
造
的
に
似
て
い
る

こ
と
に
着
目
。
化
学
合
成
と
解

析
の
結
果
、
こ
の
脳
内
物
質
は

神
経
系
で
重
要
な
Ｔ
型
カ
ル
シ

ウ
ム
チ
ャ
ネ
ル
を
活
性
化
さ
せ

る
も
の
の
毒
の
よ
う
な
麻
痺
作

用
は
持
た
な
い
こ
と
を
解
明
し

た
。「
哺
乳
類
の
持
つ
毒
が
進
化

の
過
程
で
ど
の
よ
う
に
派
生
し

た
の
か
。
こ
の
問
い
は
医
薬
品

の
創
出
に
も
直
結
す
る
」
と
語

る
。大

野
教
授
の
グ
ル
ー
プ
は
、

自
然
に
学
び
、
世
界
初
の
生
物

活
性
物
質
を
発
見
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
。
海
洋
生
物

や
植
物
、
昆
虫
、
微
生
物
な
ど

を
対
象
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

で
獲
得
し
た
天
然
資
源
か
ら
新

規
生
物
活
性
物
質
の
探
索
と
構

造
解
明
に
取
り
組
む
。「
特
異
な

活
性
を
持
つ
化
合
物
は
、
医
薬

品
と
し
て
の
応
用
が
期
待
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
生
命

現
象
を
解
き
明
か
す
ツ
ー
ル
に

も
な
る
」
と
大
野
教
授
。
本
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
も
自
ら
海
洋
生
物

に
由
来
す
る
新
規
細
胞
応
答
制

御
物
質
に
関
す
る
研
究
成
果
を

報
告
す
る
。

今
回
は
医
学
・
薬
学
の
最
前

線
で
活
躍
し
、
化
学
会
に
は
馴

染
み
の
な
い
専
門
家
も
あ
え
て

含
め
て
招
聘
し
た
。
全
く
異
な

る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ

研
究
者
と
交
流
し
、
同
じ
現
象

で
も
物
の
見
方
が
違
う
こ
と
に

気
づ
く
こ
と
で
、「
と
く
に
若
手

研
究
者
や
学
生
の
皆
さ
ん
に
多

く
参
加
し
て
も
ら
い
、
新
し
い

視
点
を
見
出
す
こ
と
で
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ

フ
ト
を
生
む
き
っ
か
け
に
し
て

ほ
し
い
」
と
北
教
授
は
呼
び
か

け
る
。

＜３月１７日（火）午前＞

９：００～９：０５ 開会挨拶

９：０５～９：３０

海洋生物に由来する新規細胞応答制御物質の探索と機能解明：大野 修（工学院大学）

９：３０～９：５５

常在古細菌由来の免疫調節分子の探索と機能解析研究：井貫 晋輔（徳島大学）

９：５５～１０：２５

天然物のビルドアップライブラリ構築法を用いた薬剤耐性菌リードの創出研究：
市川 聡（北海道大学）

１０：２５～１０：５５

ポリオキサゾール型中分子化合物によるグアニン四重鎖のトポロジーと機能制御：
長澤 和夫（東京農工大学）

１０：５５～１１：３５

睡眠の謎に挑む：「眠気」の神経科学的な実体とは？：柳沢 正史（筑波大学）

１１：３５～１１：４０ 総合討論

北 将樹 教授

名古屋大学大学院
生命農学研究科

医・薬学と化学から紐解く進化と生物多
様性 未知の物質から探る生命進化の謎

大野 修 教授

工学院大学
先進工学部

生
物
の
歴
史
に
新
薬
の
ヒ
ン
ト

中長テーマシンポジウム




